
舞鶴30億＝21億（誘導弾整備場改修）
＋9億（港湾施設改修）

民報 山添室聴き取り

市ヶ谷は空調設備で56億円（R6は76億円）

祝園は5億円（R6は102億円に）





DII地上局アンテナ







舞鶴が戦場となる
海上自衛隊舞鶴地方総監部の地下化に反対

舞鶴地方総監へ申し入れ
舞鶴平和委員会

岸田政権は 「安全保障 3 文書」の閣議決定を強行しました。この
「３文書」は、「反撃能力」が「平和安全法制」（戦争法）の下
での武力行使の際にも行使されるとしています。つまり、日本が
攻撃を受けていなくとも、アメリカへの「攻撃の着手」があった
と判断されたら、「存立危機事態」と認定して、他国を攻撃する
ことができるというのです。 さらに重大なのは、「3 文書」が｢我
が国の反撃能力については、日米共同でその能力をより効果的に
発揮する協力体制を構築する｣と、アメリカの指揮下で日米一体と
なって他国を攻撃する態勢づくりをめざしているのです。先制攻
撃をすれば当然海上自衛隊基地のある舞鶴が報復攻撃を受けるこ
とになります。
この中で、「3 文書」に基づいて、舞鶴の総監部が地下化するこ
とが新聞報道されました。
私たち舞鶴平和委員会は１月２７日に舞鶴地方総監部に地下化中
止を求めて申し入れを行いました。



2021年12月修理中の「あたご」VLSは前後に張られたテントの位置にある

イージス艦によるトマホーク攻撃

2017年4月7日に米海軍は、シリアの空軍基地に対してトマホークミサイル59発（66発か）
を発射しました。攻撃した「ロス」と「ポーター」というイージス艦は、海自イージス艦
「こんごう」型と同じ90発撃てる垂直発射装置を装備しています。舞鶴には「こんごう」
型の「みょうこう」が配備されています。「あたご」はさらに6発多く発射できる垂直発射
装置を装備しています。弾数は公表されませんが、弾道ミサイルを迎撃するミサイルをは
じめ対空ミサイルや対潜ロケットなど混載します。しかし、巡航ミサイルは撃墜される可
能性が高く、長距離の「反撃」や移動目標の攻撃には不利とされ、むしろ先制攻撃に使用
されることが懸念されます。潜水艦に垂直発射装置をつけてトマホーク攻撃をおこなうこ
とが検討されており「専守防衛」とは言えません。





垂直発射装置のかかわりで潜水艦の発射管のはなし

「そうりゅう」型潜水艦の解説図↑

垂直発射管がない「そうりゅう」型潜水艦の図では発射管が艦首に６本あるように描かれています
。常に隠密行動を求められる潜水艦ですから、個艦戦闘用に２本の魚雷を装填しておくとして、残
り４本が「トマホーク」にあてられると考えてみます。

「反撃」の命令を受けて 1 目標に２発とすれば 2 目標を攻撃できます。しかし、発射直後は追跡
を振り切るように「逃げる」ので、音を探知されないよう再装填はできず、再発射などしてはいら
れない、というのが実情でしょう。

最新型の「タクティカル・トマホーク」は軽量化されたため、強度が低下し、潜水艦の魚雷発射
管から発射できなくなっています。そのため垂直発射装置を装備した「実験艦」を製造することが
検討されています。



舞鶴のミサイル整備場のなかに「US-Only Area」

舞鶴基地も強化される

海自舞鶴基地の司令部機能
を地下に置くといった計画
が報道されました。

もともと「US-Only Area
」がある迎撃ミサイル整備
場を有し、２隻のイージス
艦が配備されている、日本
海側に置かれた舞鶴基地が
最前線化していることを示
しています。











「継戦能力」
長射程ミサイルを保管する大型火薬庫を今後10年以内に、全国約130基地に整備する計画
海自大湊地方総監部（青森県むつ市）と陸自大分分屯地（大分市）に大型の弾薬庫を２棟ずつ設
置＋６棟（祝園分屯地、呉地方総監で調査）
海上自衛隊の横須賀地方総監部（神奈川県横須賀市）や舞鶴地方総監部（京都府舞鶴市）などで
弾薬庫の関連施設を整備

防衛装備庁担当者が模型を使って説明した
「極超音速巡航ミサイル」の模型

日本版ＨＧＶはこれより大きくはないと思いますが・・・





「おおむね10年後の自衛隊の体制」では、陸上自衛隊に「地
対艦ミサイル連隊」を２個増やし７に、「島嶼防衛用高速滑
空弾大隊」を２設置することになっているので、研究開発中
の「スタンドオフミサイル」の大半は陸上自衛隊用と考えら
れます。

「12式地対艦誘導弾能力向上型」は地上、艦艇、航空機から
の発射ができるようにするようなので、3自衛隊に振り分け
られると思われます。

陸上自衛隊の祝園分屯地（京都府精華町など）を整備し、陸
自だけでなく、海上自衛隊の弾薬も保管できるようにする方
針を固めた。火薬庫を8棟増設する設計・工事費102億円を
計上。保管する弾薬については、「自衛隊の能力が推察され
るため、個々の火薬庫に保管される弾薬の種類はお答えでき
ない」（2023.12.24 時事）



防衛力整備計画
＜７ 持続性・強靱性（４）施設整備＞
「スタンド・オフ・ミサイルを始めとした各種弾薬の取
得に連動して、必要となる火薬庫を整備する。また、火
薬庫の確保に当たっては、各自衛隊の効率的な協同運用、
米軍の火薬庫の共同使用、弾薬の抗たん性の確保の観点
から島嶼部への分散配置を追求、促進する。」

⚫ 国家防衛戦略
＜２ 日米同盟による共同抑止・対処
（１）日米共同の抑止力・対処力の強化＞
「日米一体となった抑止力・対処力の強化の一環として、
日頃から、双方の施設等の共同使用の増加、訓練等を通
じた日米の部隊の双方の施設等への展開等を進める。」

2023年12月防衛省資料から

嘉手納弾薬庫地区内の火薬庫
を新たに自衛隊が共同使用す
ることとし、具体的な調整を
開始
（既に平成１５年から、嘉手
納弾薬庫地区の一部土地を、
火薬類の貯蔵施設として共同
使用）





DARWIN AB SHELTER 

PAC3 LAUNCHER JASDF AIBANO



京都府南部の陸上自衛隊は

海外派遣の実績もある後方支援（兵站）の部隊

•桂駐屯地・関西補給処桂支処（京都市南区･西京区）

中部方面隊後方支援隊、第103不発弾処理隊、中央輸
送隊第４方面分遣隊など

•宇治駐屯地・関西補給処（宇治市五ケ庄）

•大久保駐屯地（宇治市大久保）

第4施設団本部、第７施設群、第３施設大隊など






